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カムチヤッカ南西海域に来遊するサクラマス (ONCORHYN佃 USMASOU) 

の組成の特徴ならびに回避について*

島崎健二紳

No色eson Biological Characteris七icsa.nd Migraもionof the Masu Salmon， 
Oncorhynch悩 Mαsou(BREVOOT)， in七heOffshore Areas 
of the WesもCoastof Kamchatka Peninsula. 

Kenji SHIMAZAKI 

Abstract 

Fr'Om 1966も'01970， a gill n的 W脇田:pre晶din色he'Offsh'Ore町鎚s'Ofぬ eWIω色。'Oasも
'OfK品mchatkaPeninsulaも'0catch salm'On by色hereseach b'Oat“K'Osh'O Maru N'O. 5" 
(1966-1968) and the “Oyashi'O M品開" (1969-1970). 
ln J une， s'Ome masu salm'On (Oncorhy'l'Uih制 masou) were caughtも'Ogeぬ er
with '0ぬerspecies 'Of色hegenus Oncorhynchu8・
ln this paper，色he晶叫h'Ordeals wiぬ inf'Ormati'On'Obぬinedfr'Om ぬ.eme捌 ure-
men色'Of色hebi'Ol'Ogical oharacteristics 'Of the samples fr'Om 1968 to 1970 and fr'Om 
the migrati'On 'Of the m品目U自乱Im'On.
M品四日晶Im'On晶，rec'Oncentrated in the w抗ersS'Outh 'Of 530N. The田nter'Of 
distributi'On w晶画 l'Ocated'0宜 the we自色 c'O品目色 'Of K晶mchaゐk晶 Penin日ul品.
The aver晶，ge'Of catch per unit 'Of eff'Orもdeclinedraもherm品rkedlyfr'Om ぬ e
maximum 胞団rdedin early June. 
The品，veragef'Ork length is品ppr'Oxim晶旬Iy45 色'046centime旬，rs・ N'O signifi-
O晶凶 difference w品目 f'Ound between 色hef'Ork lengths 'Of mal倒 and fem品，Ies.
The f'Ork lengぬ'Ofthe males sh'Owed gr，伺ぬrvariati'Onもhanth'Ose 'Of the femal倒・
引1epr'OP'Orti'On 'Of females w倒的.4%(58.6-68.3%). 
The mat町ityindic倒 (r抗 i'O'Of g'Onad weigh色tob'Ody weigh色)were6to7%
(90-110 gr.) f'Or females and ab'Out 2% (2ふ-40gr.) f'Or mal倒.
I色m晶，ybe c'Onsidered that the nat晶l錦町晶ms'Ofもhem醐 1S晶Im'Onin this area 
are I'OC晶もedal'Ong the wesもc'Oast'Of the K畠mcha北晶(企omthe Bolishay晶 River句
the lcha River). 
ln this紅白晶 ho'Oksused for曲。 l'Ong-linewere f'Ound in the m'Outh of S'Ome 'Of 
them品BUsalmon. 四1倒 ewere品pparentlyもheBame kind of hO'Ok自制品，reused only 
in the Japan Se品目ouぬ'OfHokkaido. These da品昌明mt'O indic晶teth抗色hem品目U
S晶Im'Onin the w'ω色。。ωt'Ofthe K品mchatkamigrate fr'Om the Jap品nSea. 

緒嘗

著者等がオホ{ツク海で行なっているサケ・マス漁業試験において 6月fLはカムチヤッカ南西海

域で他のサケ・マスとともにサクラマスが漁獲される。北太平洋のアvア側にのみ分布するサクラマ

* 北海道大学水産学部北洋研究施設業績第44号
(Contributi'On N'O. 44 from the Re自earchIns色itute'Of N'Orth Pacific Fisheries， F回 ulty'Of
Fisheri閣， H'Okkaid'O University) 

神北海道大学水産学部北洋水産研究施設

(Rωωreh 1飽stitute01 N of幼 PaeifieFisheriω. Hok加減oUniver8i勿)
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スについてはp 春期には日本海北部に広く分布している乙とが知られている叫標識放流の結果:S)8)，

乙れらのサクラマスは殆んどの地方に湖上する事が明らかにされたが， カムチヤヴカ南西海域のサク

ラマスについては知見がない。著者は 19回年より各年の6月Ir.採集した資料に基づき， 当海域tζ来

遊するサクラマス群の組成の特徴および回遊に関して若干の知見を得たので報告する。

本研究に当り，資料蒐集K当り御協力載いた調査船第五康正丸，親潮丸乗組員諸氏ならびに調査担

当者，また取組めに当り有益な助言を与えられた本学部辻田時美教授に感謝する。

資料

漁獲方法は全て表層流網によった。使用目合は数種におよぶが， 本報告では漁獲の多い1l2mm.

1l5mm目合によって得られた標本を中心K検討した。 1回の設網(日没前より日出頃まで)によっ

て得られた漁獲物から 30尾を無作為に抽出し， 30尾米満の場合は全数について生物学的測定および

採鱗を行なった。また一部は凍結保存し帰港後測定した。なお漁獲物は全て成魚である。

漁獲物中には延縄の釣針をくわえているものがあったので，乙の釣針を持ち帰り， サクラマスを対

象として延縄漁業を行なっている地方について調査した。

各年の漁獲尾数並ぴK漁獲試験点を Table1. Fig. 1 K示す。

N 

52"1. 

d 

応♂ 1510 152" 153" 1540 155・156'・ E

ID) 1968 

10) 1969 

【・) 1970 

• • 

。

o 

。

。

o .ー。，
。D e ・。• .0 s・伺o 

A通・i;也.直、
o 
..o oo o 
宅10 0 00  ・
o 。

• g 
Fig. 1 Location of the 8晶.Imongill-n的自凶 inthe ofIshore品，rea.ofもhewes句，rnco銅色 of色he
Kamchatka in June， 1968 (8)， 1969 (0)阻.d1970 (・).
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1971] 島崎カムチャッカ南西海域のサグラマス

Tぬle1. Location of the sampling 的抗ions.

D晶，te Location of sampling No.of C.P.U.E. 

L品もiもude IL岬 tude
fish 

1968 June 11 50032'N 151032'E 7 0.35 
12 51000' 152027' 76 3.84 
13 51027' 153025' 16 0.81 
14 51054' 154030' 36 1.82 
15 52012' 155008' s 0.15 
16 52052' 155032' 93 4.70 
17 52050' 154008' 6 0.30 
19 52053' 153037' 2 0.10 
20 53007' 154026' 4 0.20 
21 52055' 153006' 。 0.00 
22 52030' 154030' 6 0.31 
23 52029' 155039' 27 1.38 
27 54039' 154036' 。 0.00 
28 53032' 154030' 。 0.00 

1969 June 10 51009' 153041' 21 0.70 
11 51034' 153021' 29 0.96 
12 51034' 152012' 38 1.26 
13 52018' 153043' 27 0.89 
14 51032' 154057' 28 0.93 
15 51036' 154027' 28 0.91 
16 52002' 154047' 22 O. 73 
17 51045' 155038' 26 0.86 
18 51043' 154003' 30 0.96 
19 51037' 154004' 31 0.99 
20 51027' 153039' 10 0.33 
21 52002' 153039' 41 1.36 
22 52002' 152000' 9 0.62 
25 53001' 152035' 10 0.34 
26 53001' 154037' 22 0.75 
27 52028' 153037' 10 0.34 
28 52007' 154039' 。 0.00 
29 52001' 154016' 10 0.34 
30 51045' 154020' 12 0.47 

1970 June 10 52030' 150030' 。 0.00 
11 52024' 151030' 2 0.14 
12 52037' 152043' 10 0.53 
13 52035' 153030' 42 1.43 
14 52025' 154025' 28 0.96 
15 51031' 155020' 10 0.34 
16 52000' 155017' 37 1.26 
17 52030' 155017' 31 1.36 
18 52056' 155010' 32 1.41 
19 52056' 154013' 15 0.66 
20 52030' 154042' 51 2.25 
21 52000' 154042' 28 0.96 
22 51059' 154005' 2 0.07 
23 51038' 153030' 6 0.21 
24 52010' 153038' 6 0.27 
25 53003' 153019' 。 O.帥
26 53017' 154047' 。 O.ω 
27 53015' 154044' 。 0.00 
28 52015' 154055' 2 0.07 
29 51043' 153059' 。 0.00 
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結果および考察

分布域.Fig. 2に水域(10x 10) による漁獲指数((漁獲尾数/使用反数)x 1のの三ヶ年の平均を

示す。指数の高い水域は 510N1520Eおよび 520N1540EfC認められる。 510N15Z0Eの水域では， 1968 

年に多量に漁獲されたため指数の平均値は高くなっている。 ζの水域を除くと 510-520Nのカムチヤ

ッカ治岸寄りに分布の密度が高く， 530N以北は指数が低いか全く漁獲されておらず，分布域は広く

はない。

来遊時期.Fig. 3 fC日数の経過tとともなう 3ヶ年の平均魚群密度を示す。漁業試験は例年6月10

日頃に開始されているが， ζの頃にはすでに指数も高い。中旬以降fCは指数は低下し始め，下旬には

わずかより認められず， 沖合分布密度は6月10日頃またはそれ以前をピ{クfC急激に減少している

事が認められる。

組成.Fig. 4 fと年別尾叉長組成を示す。 1968年を除き雌雄ともに平均値は 45-46cmであり，雌

雄による差は認められない。雌は組成の幅が狭く，モードは明らかであるが， 雄は雌のそれよりも分

散が大きい傾向を示している。

Fig. 5 fC各年の尾叉長と体重の回帰直線を示す。また，それぞれの直線式は

問ヴ 1510 152" 153'・154・155" 1560 E 

N 

551 

0.00 

541 

0.34 。。。 0.19 
53'1 

。。。 0.14 0.57 。62 0.65 1.71 
5 

2.55 0.38 0.85 0.60 、/. 
5 

。。'。35 d 5<1 

• d • C.P.U.E (IOtoo) 

Fig. 2 The density distribution (晶ver晶geof catch per u凶色 ofefforも)ofぬ.emωu salmon 
in the offshore ar帥 ofぬ.ewesぬ.mco舗も ofもheK晶.mchatkain June， 1968， 1969 and 
1970. 
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。

Male Female 

420 440 460 480 5∞ S四割。 400 420 440 460 480 500 520 
Fork lenoth (m m) 

Fig. 5 Relation between the fork length and the body weigh色ofぬ.emale and female， 
1968 (θ)， 1969 (0)晶nd1970 (・)

雄

雌

1968年

1969年

1970年

1968年

1969年

1970年

Log W== -4. 630+2. 931LogL (r=0.989) 

Log W== -5. 319+3. 180LogL (r=0.994) 

Log W=  -5. 443+3. 228LogL (r=0.969) 

Log W=  -4. 233+2. 786LogL (r=0.986) 

Log W=  -4.295+2. 797LogL (r=0.984) 

Log W=  -5. 324+3. 191LogL (r=0.987) 

W:体重， gr. L:尾叉長， mm. 

で示される。 ζれらの回帰直線式について，雄の回帰係数ならびに修正平均値は t.05で 1969年と

1970年でいずれも有意差はなく， 雌は 1968年と 1969年で回帰係数に有意差が認められないが，体

重と体長の関係は年により異なっている。 ζの回帰直線式より肥満度((体重/尾叉長3)X 10勺を求め

ると，体長組成の平均値附近におけるそれは， 1968年は雌雄ともに大きし各々 15.8.15.4である

が， 1969年， 1970年では雌で 14.9雄で 14.5前後で示きれる。

各試験点における性比を Table211:.示す。いずれの年も雌が多く，その平均値は雌で 62.496であ

る。日本海での沖合漁獲結果も同様に雄は 60-7096を占め 1) カムチヤッカ西岸のウトカ河での漁獲

物ILついてセムコのは雌は 60-7096を占めていると報じている。また北海道の河川でも雌は同様の比

率を示している00とれらの ζとから当海域に来遊するサクラマスの性比は， 海洋生活期や各地方の

親魚の性比と大差がとEいといえよう o

成熟・各年の生殖膿重量の平均値を Fig.6-A 1と示す。 1968年の平均値は他の2年に比較して大き

しその分散も広い。乙の年の尾叉長組成ならびに肥満度は他の2年に比べて大きいため，各年の成

熟度は((生殖腺重量/体重)X 102) を求め Fig.6-B IL示す。 1968年は成熟度も高く示されるが，各

年の成熟度は雌で 6-7雄で2前後である。 ζのようK高い成熟度は日本海での海洋生活期には認め

られておらず 1)当海域のサクラマスは海洋生活期の末期である ζとがうかがえる。

-42ー
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1971] 島崎:カムチヤッカ南西海域のサクラマス

T晶，b1e2. Sex ratio of the m制 usolmon ∞Hected in the offshore a民地
of the wes句Irn∞a白色 ofぬeK晶.mchatk畠.

Number of individua1自

M山 IFema1e M山
June 10 10 11 
11 2 5 10 20 
12 16 34 15 15 5 5 
13 5 11 10 17 10 20 
14 13 17 7 9 11 19 
15 9 18 5 14 
16 11 39 8 15 16 18 
17 2 4 12 10 12 18 
18 15 15 12 10 
19 13 9 4 17 
20 4 5 13 19 
21 T 23 11 。
22 3 8 1 。
23 11 19 3 3 
24 1 7 2 。
25 6 16 。 1 
26 1 。
27 。 。
28 。 。
29 1 1 

Tota1 number 60 129 130 198 106 150 

Percerrも 31. 7 68.3 39.6 60.4 41.4 58.6 

産卵地方河川-当海域11:.来遊するサクラマスは以上の組成を示している。河口または河川において

このような特徴を示す地方はカムチヤッカ西岸に湖上する魚群にのみ認められる。勾またオホーツク

海に面する沿岸への来遊または河川への湖上の時期は北海道 d)6)サハリン，明〉アムール河，句カムチ

ヤッカ西岸ののいずれも 6--"7月が盛期である。 Fuka組主i3)の標識放流結果からサクラマスの遊泳速

度は 10浬--..20浬/1日であろうと考えられるが，当海域のサクラマスが他の地方河川Ir.産卵湖上する

ためには6月中旬以後50-60aの海洋での生活を過きなければならない。しかし 8-9月に湖上する
地方は知られていない。カムチヤッカ西岸の河川への来遊の時期は6月中旬から 7月中旬であり，成

熟度も雌で 7--..9である。の前述のように成熟度も非常に高く，海洋生活の末期であろうと考えられる

ζともあわせて，当海域のサクラマスはカムチヤッカ西岸の河川Ir.湖上するものと推察される。

越会海域・ Plate1. Fig. 1 11:.示す釣針は当海域で漁獲されたサクラマスがくわえて櫨網したもので

ある。擢網時には口腔内Ir.釣針をくわえ，テグス(枝縄)を長く曳いている場合が多い。 ζの発見率

は1970年に多く， 257尾中 12尾認められた。 また下旬には発見率が高くなり， 22日以降に漁獲し

た13尾中釣針をくわえていたものが 8尾発見されている。また乙の他Ir.網傷を受けていたものが2

尾認められた。

ζれらの延縄漁具を使用している地方は北海道南部の日本海側であって， 漁具の特徴的な乙とは，

枝縄が非常に長いζとや中にはより戻しを使用しているものもある。

ζの釣2十が標識の指標のーっとして考えられる ζとから，カムチヤッカ西岸の河川11:.湖上するサク

ラマスは口本海より来遊するものと考えられる。 Fukataki叩』は標識放流の結果， 北部本州， 北海道，
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サハリンおよび沿海ナHK湖上するサクラマスは日本海で越冬するととを明らかにしている。加えて当
海域に来遊するサクラマスが日本海で使用されている延縄の釣針をくわえている ζとは， カムチヤッ

カ西岸に産卵河川をもっサクラマスも同様に日本海を越冬場としているととを示唆する。

セムコのによるとカムチヤッカ西岸では淡水2回越冬のサクラマスが44尾中 12尾認められている。

Tanakaリは日本海の沿岸寄りでは淡水越冬1回のものが多く，沖合では 2回のものが多いが，沖合の

淡水2回越冬の比率を示す産卵地方はないと述ぺている。しかし当海域では淡水2回越冬のものは

1970年には 7096以上を示していた。また Fukataki:めは 1968年は日本海では水混が例年K較ぺて異

常に低く， サクラマスの北上がおくれたと述べている。同年は当海域K於て他の2年i亡くらべて沖合

水域である 510N，15ZoE (Fig. Z)での高漁獲率や，中旬以降にも沖合で比較的高い櫨網率を示したと

と，魚体が大きく成熟度も高い乙とは， 乙の海域の魚群の沿岸への来遊が遅れたζとを意味している。

乙れは日本海における魚群の北上の遅れとカムチヤッカ西岸への来遊が対応したためと恩われる。

以上の事から当海域に来遊するサクラマスはカムチヤッカ西岸の河川に湖上し，越冬海域は日本海

であると推察される。

要約

6月中，カムチヤッカ南西海域でサクラマスが漁獲される。 ζの報告では 1968-1970年の 3年聞

に得られた資料に基づき，組成の特徴，湖上河川地方ならびに越冬海域について検討した。

分布の多い水域は 530N以南のカムチャッカ西岸寄りであり，分布域は広くない。

6月中旬以降分布密度は急激に減少し，下旬にはほとんど認められなくなる。

尾叉長組成は 1968年の雄を除き雌雄ともに 45-46cmであり，雌雄の差は明らかでないが，雄は
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1971] 島崎:カムチヤッカ南西海域のサクラマス

雌よりも分散の幅が広い。

肥満度は年によって異なり，平均尾叉長附近では 1968年は高く， 1969年は低いが，雄で平均 14.5，

雌で15.0である。

性比はいずれの年も雌が多く 3年間で 58.6-68.396を占め，平均 62.496である。

成熟度 (xlQ'Jは雌で 6-7(90-110 gr. )雄で2前後 (25-40gr.)であって成熟度は非常に高い。
当海域のサクラマスの産卵地方河川は，カムチヤッカ商岸域であろうと推察される。

くわえている釣針を標識放流のーっとして考察出来るとと， ならびに日本海のサクラマスと当海域

のサクラマスが対応するととから，当海域のサクラマスは日本海より回遊し， 日本海を越冬場として

いると考えられる。
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Fig. 1. Sampling d晶，taof the hooks of the Iong-line in mouth 

No. D叫e P08ition Length of 
(1970) (N) (E) branch lirre 
June 21 52000' 154057' 292 cm. 
22 51059' 154

0
05' 220 cm. 

23 51038， 153030' 103 cm. 
23 51038' 153030' 255 cm. 
26 53017' 154047' 259 cm. 
29 51043' 153059' 99 cm. 

E玄planationof plate 1 

'且
@
a

。0
4晶
冨

民

u
a
u



Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.. XXII. 1. PLATE 1 

EE盟EEJ1P週RFEF皐

品崎 カムチヤッカ南酉域のサクラマス
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